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1-1 アプリケーションと開発

アクセシビリティと共生の技術

仲里 淳 ●フリーランスライター／インプレス・サステナブルラボ研究員

インターネットやデジタル技術の発展と普及により、多くの人々が恩恵
を受けている。一般のビジネスや娯楽だけでなく、今後はバリアフリー
やアクセシビリティといった福祉分野での広がりが期待される。

■ウェブアクセシビリティの取り組み
●国際的な標準・規格が存在
　インターネット分野におけるバリアフリーやア
クセシビリティ関連の代表的な取り組みに「ウェ
ブアクセシビリティ」がある。ウェブページで提
供される情報（コンテンツ）や機能（サービス）
などの「利用のしやすさ」を意味し、視覚障害を
考慮したテキストサイズや色彩の調整、内容の音
声読み上げ、図画情報の代替テキスト、聴覚障害
を考慮した字幕表示といった機能が挙げられる。
自治体や図書館など、公共施設のウェブページで
これらの機能を見かけたことがあるだろう。
　ウェブアクセシビリティは標準化・規格
化されており、W3CのWCAG（Web Content
Accessibility Guidelines）2.0、国際標準規格ISO/
IECによるISO/IEC 40500:2012、日本のJIS規格
であるJIS X 8341-3:20161などが存在する。た
だし、現在これらの内容は統一されており、どれ
に対応すべきかで悩む必要はない。
　日本では、ウェブアクセシビリティ基盤委員会
（WAIC）2が中心となり、JIS規格の原案作成や普
及促進に向けた啓蒙活動を行っている。
　古いデータとなるが、2012年の総務省調査3に
よると、障害者全体でのインターネット利用率は
53.0％、視覚・聴覚障害者や肢体不自由者に限る

と80～90％以上となっている。その後のスマホ
の普及を踏まえると、現在この数字はさらに高く
なっていると考えられる。

●2024年から「合理的配慮」が義務化
　この分野の政府による動きとしては、総務省が
2004年から公共分野におけるアクセシビリティ
確保の取り組みを開始し、2005年に「みんなの
公共サイト運用モデル」を公表したことが挙げら
れる。その後もJIS X 8341-3の改正に合わせて、
運用モデルも改定されている4。
　2016年施行の「障害者差別解消法5」では、「差
別的な扱い」と「合理的配慮の不提供」を禁止する
ことで、社会全体の意識向上を促してきた。2021
年の改正により、2024年4月1日から合理的配慮
の提供が義務化される。これまでは「努力義務」
であった民間企業にも、配慮が強く求められるこ
とになり、世の中の関心が高まりつつある。

●「義務」にはなるが対応は冷静に
　民間企業での義務化によって、今後は合理的配
慮を提供するウェブサイトが増えると期待され
る。ただし、「義務」とはなっているが、ウェブア
クセシリビリティに未対応だとしても、現時点で
罰則はないとされている。米国などの海外では、
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未対応であることが訴訟問題に発展した例もある
が、日本では実質的に「努力義務以上」という状
況がしばらく続くだろう。
　そもそも、合理的配慮の提供＝ウェブアクセシ
ビリティ対応というわけではない。対応は望まし
いことだが、むしろ、義務化を口実に改修作業を
押し売りしてくる悪質な制作会社が現れる可能性
もあるので注意すべきである。

●無理なくできる対応から
　ウェブサイトには、ECなどのビジネスを目的
としたものも多く、それぞれ想定された対象ユー
ザーがいる。当該ユーザーに最適化することはビ
ジネス上当然だが、その上で排他的にせず、可能
な範囲で間口を広げ、代替方法を用意しておくと
いう姿勢が合理的配慮の第一歩となる。
　例えば、セキュリティ上の目的で、アイコンな
どを画像の特定位置にマウスでドラッグするパズ
ル型や、画像内の指定した対象にマウスで印を付
ける画像認識型の認証がある。これらは視覚障害
があると対応できないため、代替手段に切り替え
るなどの対応が求められる。
　ウェブアクセシビリティへの意識が高まる一方
で、現場で多く聞かれる悩みが、明らかに増える
コストと手間を社内にどう説明するかというもの
だ。非常に難しい問題ではあるが、明らかな罰則
がない状況では、業界さらには社会全体で「対応
は当然」という機運を醸成していくしかないだろ
う。また、規格に完全準拠するにはハードルが高
いという場合は、部分的な対応でも良いだろう。
例えばJIS X 8341-3:2016には達成基準がAから
AAAまで、段階的な対応レベルがある。
　グローバルに展開するウェブサイトの場合は重
視されるだろうし、企業ブランディングやSDGs
の観点からも、今後のウェブ制作ではアクセシビ
リティ対応が必須の検討事項になるといえる。

　また、情報補償の観点では、日本語に不慣れな
人向けに考案された「やさしい日本語6」への対
応も選択肢の一つとして覚えておきたい。

■デジタルデバイスのアクセシビリティ
●拡充するスマホのアクセシビリティ機能
　スマホ、タブレット、パソコンは、身近なデジ
タルデバイスとして日常生活から仕事まで多くの
活動が集約されている。特にスマホは、急速な性
能・機能向上によって、障害者にとっても便利で
有用な道具となっている。
　注目すべきはこれらのデバイスに標準で搭載さ
れるアクセシビリティ機能で、OSやデバイスの
バージョンアップとともに着実に向上している。
アップルのiPhoneには、音声制御、画面の読み
上げや表示の拡大／縮小、色の調整などが標準搭
載されており、障害者にも利用できるアクセシビ
リティ機能を備えたデバイスとして支持されてい
る。毎年OSがバージョンアップされるが、近年
では次のような機能が追加されている。

・サウンド認識
聴覚障害者向けに、環境音（インターホンの音、
お湯の沸く音、赤ちゃんの鳴き声、サイレンの音
など）を認識して通知する機能。
・ライブスピーチ
声が出せなくてもテキスト入力した内容を通話相
手に音声で伝えられる機能。
・パーソナルボイス
ALS（筋萎縮性側索硬化症）などの疾患で音声を
失いつつある患者が、自分の声に似た音声を事前
に作成しておくことで、将来その声をテキストの
音声化で利用できる機能。
・ポイント・アンド・スピーク
視覚障害者向けに、カメラ（拡大鏡機能）で写した
被写体（家電製品の説明ラベルなど）でユーザー
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が指で示した部分のテキストを読み取る機能。
・アシスティブアクセス
認知障害者向けに、画面上のアイコンやテキスト
を拡大し、非常にシンプルなデザインに変更する
機能。

　これらの機能の中には、近年、飛躍的に向上し
たAIによる音声や画像の認識技術も活用されて
いる。目が見えなくても、周りの空間をスマホが
代わりに認識し、詳細に説明してくれる世界はも
う来ている。
　OpenAIのChatGPTは、公開直後から世界中の
話題をさらってきた。その基盤技術であるGPT-4
を使い、写真の内容を認識して説明したり、冷蔵
庫内の画像からレシピを提案したりできるアプリ
も登場している。また、手話の読み取りもAIに
よってある程度までは可能となっており、多言語
翻訳からさらに進んだコミュニケーションのバリ
アフリーが実現されつつある。

●主要OSで着実に対応が進む
　ここまでiPhoneとそのOSを中心に紹介して
きたが、同じくスマホOSで多くの利用者がいる
グーグルのAndroidでもアクセシビリティ機能が
強化され続けている。また、パソコンOSである
マイクロソフトのWindowsやアップルのmacOS
でも同様だが、スマホやタブレットに比べると控
えめな印象だ。これはデバイスの性質上、小型で
いつでも持ち歩けて、多様なセンサーが搭載され
ているスマホのほうが、できることが多いという
理由もあるだろう。
　カメラで画像、マイクで音声、モーションセ
ンサーで動きを入力でき、出力も画像や音、振動
（バイブレーション）と多様だ。スマホなら、障
害の特性に合わせたインタラクションが、パソコ
ンよりも実現しやすい。

●福祉機器としての可能性
　スマホを筆頭に、強力で扱いやすいコンピュー
ターの普及によって、それらの周辺機器としてア
クセシビリティ機能を実現する製品も増えてい
る。視線入力センサーやスティック型コントロー
ラーなど、マウスやキーボード操作を代替できる
製品がある（資料1-1-4）。
　専用機器として全てを開発するにはコストが
かかるが、すでにあるスマホやタブレットを土台
に、アプリや周辺機器に追加機能として実現でき
ればコストを抑えられる。これは、機器を購入す
る側にとってもメリットで、高機能の支援機器を
安価に利用できることになる。

■読書バリアフリーへの対応
●読書バリアフリー法で進む環境整備
　視覚障害や発達障害、肢体不自由などの障害に
より本やその表現の認識が困難な人の読書環境整
備を促進するため、2019年に「読書バリアフリー
法7」が施行された。この法律では、障害の有無に
かかわらず、全ての国民が等しく読書を通じて文
字・活字文化の恩恵を得られる社会の実現を目指
している。
　2023年に、小説『ハンチバック』で第128回
文學界新人賞と第169回芥川賞を受賞した作家の
市川沙央氏は、遺伝性筋疾患である先天性ミオパ
チーのため人工呼吸器を常用し、車椅子で生活す
る。重度障害当事者である市川氏が、読書バリア
フリー化への切なる思いを主張したことは記憶に
新しい。
　電子書籍に限らず、点字図書や拡大図書（大活
字本）、デイジー図書やオーディオブックなどは
「アクセシブルな本」といえる。しかし、点訳や音
訳に対応している本は、全体から見てもごくわず
かだ。ボランティアに頼っても人手には限界があ
り、対応のためのコストは高い。いち早く読書バ
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資料1-1-4　多様な入力方法を実現する周辺機器

出所：第50回国際福祉機器展＆フォーラムの会場で筆者撮影

リアフリーを実現するには、電子化とデジタル技
術の活用が必須となる。実際、公共図書館では、
読書バリアフリー対応に向けて電子図書館の設置
が増えている。

●技術面以外の解決すべき課題も
　紙か電子かによらず、本の多くは出版社が事業
として出した商品である。図書館における紙の本
の扱いはルール化されているが、電子版はルール
の整備中であり、アクセシビリティ対応は技術面
だけでなく著作権も関係してくる。自動読み上げ
された作品はテキストで読むことを想定した元の
作品と同じといえるのか、読み間違えをどう扱う
べきかなど、解決すべき課題がある。このような
現状を踏まえ、国会図書館では、「電子図書館の
アクセシビリティ対応ガイドライン8」として施
策の具体的な手順を示している。
　また、ある本がアクセシブルであったとして、
それを知る手段も必要となる。日本出版インフラ

センター（JPO）では、2023年3月にアクセシブ
ル・ブックス・サポートセンター（ABSC）を設
置した。ABSCでは、業界動向を伝えるレポート
の発行やアクセシブルな本の情報集約を行ってい
る。出版情報登録センター（JPRO）と連携して、
出版物に関して「電子版の有無」「電子書籍の自動
読み上げ対応」「オーディオブック」「大活字本」
といった情報を登録してもらうことで、必要な人
が本を探せるようにすることを目指している。

●2年連続で視覚障害者向けサービスが大賞に
　日本電子出版協会（JEPA）では、JEPA電子出
版アワードとして毎年、日本の電子出版物の育成
と普及を目的とした賞を企画している。2022年
の第16回では、メディアドゥの「アクセシブル
ライブラリー9」が、2022年の第17回では、スプ
リュームの「YourEyes（ユアアイズ）10」が大賞
を受賞した。
　アクセシブルライブラリーは、視覚障害者の読
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書体験をアクセシブルなものにするために適した
ユーザーインターフェースや、自動音声読み上げ
に対応した電子図書館プラットフォームだ。電子
書籍の取り次ぎである同社の立場を生かして、よ
り多くの対応図書を増やすための働きかけを出版
社に行っている。
　YourEyesも、視覚障害者の読書体験をアクセ
シブルなものにするためのアプリとサービスだ。
こちらは、スマホのカメラをスキャナー代わりに
して、本のテキストを読み取り、読み上げをする
アプリだ。技術的にハードルが高く、さらに人手
も使ったテキスト認識の部分では、著作権への対
応という難しいことをしている。
　2年連続で視覚障害者の読書支援が受賞したこ
とは、もちろん両サービス自体への評価もある
が、出版業界として読者バリアフリーの重要性を
強く意識しているからでもあるだろう。

■リモート＆ロボットの可能性
●ロボットの遠隔操作で接客業務
　コロナ禍によって、世界中でリモートワークや
遠隔授業への対応が迫られ、多くの人々が実際に
経験した。行動制限中は、いつもの場所への物理
的なアクセシビリティが無くなった状態ともいえ
るが、これは障害者の多くが置かれてきた状況で
もある。インターネットによるリモート作業環境
の実現は、障害者にも可能性をもたらす。
　肢体不自由などの理由で自宅や病室から出る
ことが困難な人でも、社会で活動したい、働きた
いという欲求はある。これをネットワークにつ
ながったロボットでかなえたのが、オリィ研究所
の分身ロボット11だ。店舗などに設置した分身ロ
ボットのカメラやマイクを通して、「パイロット」
と呼ばれる操縦者は自宅などから接客業務を行
うことができる12。まさに自分の分身が活動して
いるような形だが、分身ロボットでは身体をまっ

たく動かすことができなくても、視線入力などに
よって分身ロボットの顔や手を動かせ、声を出せ
なくても合成音声で会話ができる。
　バーチャル空間におけるアバターと同じ構図だ
が、ロボットが介在することで、現実空間におい
てビデオ会議でできること以上のものを障害者に
提供している（資料1-1-5）。

●物理的制約を無くし就業機会を創出
　障害者や高齢者でも生活しやすい社会や環境は
もちろん必要だが、それを実現するための具体的
な方法がなくては話にならない。企業であれば、
障害者雇用率制度などの現実的な課題もある。分
身ロボットのようなソリューションは、働ける人
を増やし、その仕事も実践的で意味のあるものに
できる可能性を持っている。もちろん、これは障
害者だけに向けたものではなく、高齢者や出産育
児・介護などで外出しにくい人にとっても恩恵を
もたらす。
　コロナ禍を経て、人々の意識や社会通念は大
きく変化した。リモートでできること、十分なこ
と、逆にリモートではできないこと、不十分なこ
との理解が進んだ。そして、どのような仕事なら
リモートでもできるか、リモートで依頼するなら
仕事内容をどのように分解すべきかの知見を蓄積
できたはずだ。今後はそれを社会全体で生かして
いけるようにすべきだろう。

■産業としての成長と革新に期待
●2025年東京デフリンピックの効果
　ITやインターネットの分野では、次々とスター
トアップ企業が生まれ、新興市場が急拡大してき
た。人とお金が集まり、イノベーションが促進さ
れるというサイクルができあがることで、急速な
発展を遂げてきた。福祉産業でもデジタル化が進
み始めたことで、同様の発展が期待でき、実際に
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資料1-1-5　分身ロボット「OriHime-D」による接客風景

出所：オリィ研究所

さまざまなスタートアップ企業やデジタル技術を
生かしたソリューションが登場している。
2025年に東京で開催されるデフリンピックを踏
まえ、2023年11月に東京都が期間限定でオープ
ンした「みるカフェ」では、音を可視化する数々
のデジタル技術を使って店舗が運営された。
　実写のようなキャラクターが手話でメッセー
ジを伝える手話CGアバターの「KIKI13」、対面で
の会話をリアルタイムに認識し、外国語に翻訳し
て表示する音声翻訳表示ディスプレイ「VoiceBiz
UCDisplay14」のほか、多くのデジタル技術を体
験できた。

●娯楽でもバリアフリーと共生を
　福祉向けというと切実で現実的な製品のイメー
ジを抱くかもしれないが、娯楽の分野でもアクセ
シビリティやインクルージョンへの広がりが生
まれている。代表的なのはテレビゲームで、肢体
不自由であっても、身体の一部を使って操作でき

れば野球やサッカーをバーチャルに楽しめる。ま
た、不自由でもある程度操作しやすいコントロー
ラーもマイクロソフト15やホリ16などが製品化し
ている（資料1-1-6）。
　2023年に発売された世界的人気の格闘ゲーム
「ストリートファイター6」（カプコン）には、サ
ウンドアクセシビリティ機能が搭載された。ゲー
ムの状況を音で把握できるようになり、視覚障害
者など、画面が見えない人でもゲームを楽しめる
と話題になった。また、2024年1月26日に発売
された同じく格闘ゲームの「鉄拳8」（バンダイナ
ムコエンターテインメント）では、色覚関連のア
クセシビリティ機能が搭載された。他にも、字幕
やキャプションなど、アクセシビリティ機能を備
えたゲームは少しずつ増えている。
　障害者にとって、まずは日常生活を安心・安全
に送ること、そして可能なら健常者と同じよう
に働くことが何よりの願いだろう。さらに、違い
や差を意識することなく、一緒に娯楽を楽しめる
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資料1-1-6　通常のゲームコントローラー操作に制限のある人向けの製品

出所：第50回国際福祉機器展＆フォーラムの会場で筆者撮影

なら理想的だ。少しでもその数を増やし、領域を
広げることは、社会の役割であり、デジタル技術
はその可能性を秘めている。福祉ビジネスは、こ
れまで地味で儲けにくいとされてきた。今後、デ

ジタル技術活用の場として広がり、多く若者やス
タートアップが参入したくなるような発展・成長
産業になることを期待したい。

1. 規格名称「高齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における
機器，ソフトウェア及びサービス―第3部：ウェブコンテンツ」

2. ウェブアクセシビリティ基盤委員会（WAIC）
https://waic.jp/knowledge/accessibility/

3. 障がいのある方々のインターネット等の利用に関する調査研究
https://www.soumu.go.jp/iicp/chousakenkyu/data/resea
rch/survey/telecom/2012/disabilities2012.pdf

4. みんなの公共サイト運用ガイドライン（2016年版）
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free
/guideline.html

5. 正式名称「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
6. 在留支援のためのやさしい日本語ガイドラインほか

https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoik
u/92484001.html

7. 正式名称「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」
8. 電子図書館のアクセシビリティ対応ガイドライン1.0

https://www.ndl.go.jp/jp/support/guideline.html
9. アクセシブルライブラリー

https://acc-lib.mediado.jp/
10. YourEyes

https://youreyes.jp/
11. 分身ロボット「OriHime」

https://orihime.orylab.com/
12. 分身ロボットカフェDAWN 2021

https://dawn2021.orylab.com/
13. 手話CGサービス

https://www.nhk-ep.co.jp/signlanguage/jp/
14. 透明ディスプレイを活用した窓口向け翻訳システム

https://solution.toppan.co.jp/newnormal/service/voicebiz
_ucdisplay.html

15. Xbox Adaptive Controller
https://www.xbox.com/ja-JP/accessories/controllers/xb
ox-adaptive-controller

16. Flex Controller
https://hori.jp/products/flex-controller/
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